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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年10月4日(2012.10.4)

【公開番号】特開2011-48097(P2011-48097A)
【公開日】平成23年3月10日(2011.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-010
【出願番号】特願2009-195846(P2009-195846)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  15/05     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  15/05    　　　　
   Ｇ０３Ｂ   7/16    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  15/03    　　　Ｘ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月22日(2012.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体に向けて発光を行う照明装置を用いた撮影が可能な撮像装置であって、
　被写体を撮像する撮像手段と、
　前記被写体を測光する測光手段と、
　前記測光手段により前記照明装置の非発光時に得られた非発光時測光値と、前記照明装
置の本発光に先立って行われる予備発光時に得られた予備発光時測光値とに基づいて、前
記照明装置の本発光量を演算する演算手段と、を有し、
　前記演算手段は、連続して複数の本発光量を演算する場合、最初の本発光量の演算の前
に前記測光手段により得られた非発光時測光値が所定値以下であれば、最初の本発光量の
演算に用いる前記非発光時測光値と、それぞれの本発光に先立って行われる予備発光時に
得られる前記予備発光時測光値とに基づいて、それぞれの本発光量を演算することを特徴
とする撮像装置。
【請求項２】
　前記演算手段は、連続して複数の本発光量を演算する場合、前記最初の本発光量の演算
に用いる非発光時測光値が所定値以下であれば、該非発光時測光値と、それぞれの本発光
に先立って行われる予備発光時に得られる前記予備発光時測光値とに基づいて、それぞれ
の本発光量を演算することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像手段による撮像を伴わずに前記照明装置の本発光量を演算させるための演算指
示を受け付ける演算指示受付手段を有し、
　前記測光手段は、前記演算指示受付手段で受け付けられた演算指示により連続して複数
の本発光量を演算する場合、最初の本発光量の演算の前に前記測光手段により得られた非
発光時測光値が小さいほど、前記照明装置による予備発光を行ってから次に非発光時の測
光を行うまでの間隔を長くすることを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記所定値は、外光であるフリッカを無視できる測光値として予め定められた値である
ことを特徴とする、請求項１乃至３の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　被写体を撮像する撮像手段と、前記被写体を測光する測光手段とを備え、被写体に向け
て発光を行う照明装置を用いた撮影が可能な撮像装置の制御方法であって、
　前記撮像装置の演算手段が、前記測光手段により前記照明装置の非発光時に得られた非
発光時測光値と、前記照明装置の本発光に先立って行われる予備発光時に得られた予備発
光時測光値とに基づいて、前記照明装置の本発光量を演算する演算工程、を有し、
　前記演算手段は前記演算工程において、連続して複数の本発光量を演算する場合、最初
の本発光量の演算の前に前記測光手段により得られた非発光時測光値が所定値以下であれ
ば、最初の本発光量の演算に用いる前記非発光時測光値と、それぞれの本発光に先立って
行われる予備発光時に得られる前記予備発光時測光値とに基づいて、それぞれの本発光量
を演算することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　ステップＳ５０８で、カメラ制御部１０１は、カメラＲＯＭ１０２に記憶された第１フ
ラッシュの予備発光による被写体の反射光の情報と、第２フラッシュの予備発光による被
写体の反射光の情報から、第１フラッシュ及び第２フラッシュの本発光量を決定する。例
えば、第１フラッシュの本発光量は、第１フラッシュの予備発光による被写体の反射光を
各エリアで加重平均した値ΔＦと、第１フラッシュと第２フラッシュの露光処理での発光
の光量比Ｃ＿ｒａｔｉｏを用いて周知の演算方法で演算し決定する。発光量の演算は、例
えば、予備発光の発光量と露光処理での光量との比Ｇとして、以下のように求める。
　Ｇ　＝　ｔａｒｇｅｔ　－　ΔＦ　＋　Ｃ＿ｒａｔｉｏ
　ここで、ｔａｒｇｅｔは、撮影時に使用される絞り値とシャッター秒時と露光感度に応
じて決まる露光量のことである。また、露光処理での発光の光量比Ｃ＿ｒａｔｉｏは、ユ
ーザによって任意の比率に設定可能である。カメラ制御部１０１は、第１フラッシュと第
２フラッシュの２灯合わせて適正露出の発光量となったときの、光量比がＣ＿ｒａｔｉｏ
となるように、第１フラッシュ及び第２フラッシュそれぞれの発光量を決定する。
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